
−53−−52−

　

総

合

−53−

１　単　　元　　自分らしく生きる
２　単元について
　(1)　単元の位置とねらい

　これまでに子どもたちは，祖父母参観でのふれあい活動や第３学年の「ふぞくたんけんたい　山
へ行く！」等の活動で高齢者とかかわる経験をしてきている。これらの経験を通して，『高齢者の
方々と仲良くなりたい』『高齢者の方々のためにできることをしたい』という思いや願いをもつよ
うになってきている。
　そこで，本単元では，高齢者の方々との交流や高齢者疑似体験等を通して，高齢で不自由な面が
ありながらも，生きがいや楽しみを見付けて明るく前向きに生きることの素晴らしさに気付かせる
ことをねらいとしている。また，高齢者と子どもが同じ社会の中で共に生きていくために，自分た
ちの生活や身の回りの社会環境について多面的に見つめ直し，自分にできることを自ら考え，判断

し，進んで行おうとする資質や能力を培うこともねらっている。
　このような学習で身に付けた見方・考え方は，誰に対しても思いやりの気持ちをもち，助け合い
ながら，自分らしく生きていこうとする生き方や，今の自分自身を見つめ，自らの生活をよりよく
していこうとする生き方へと発展していくものである。

　(2)　指導の基本的な立場

　高齢者は，知識や知恵，経験が豊富で，人生の大先輩である。また，交流相手の祖父母ボランティ
アの方々は，子どもたちの祖父母の中から，ボランティアとして協力してくださる方々である。そ
のため，健康で元気な高齢者が多く，子どもたちにとって身近な高齢者であり，親しみや尊敬の念
を感じることができる高齢者である。このような高齢者への親しみや尊敬の念は，高齢者のために
できることを考えること，そして，自己の生き方を考えることへとつながっていく。
　そこで，本単元の展開に当たっては，高齢者の方々とのつながりを深め，自らの学びを自覚的に
捉えながら探究することができるようにするために，高齢者とのふれあい交流体験と，様々な体験

活動の前後の話合い活動を重点化していきたい。
　具体的にはまず，１回目の高齢者とのふれあい交流体験を設定する。事前の話合い活動では，単
元名の「自分らしく生きる」ことについて互いの考えを出し合い，「『自分らしく生きる』とは，ど
ういうことか」という課題意識と交流体験への目的意識をもたせるようにする。交流体験後の話合
い活動では，「自分らしく生きる」ことについて追究するために必要な情報は何かを話し合う活動

を設定し，学習の見通しをもたせる。次に，子どもが設定した課題について追究させる。その際，
子どもが主体的に判断した内容及び方法で行わせるが，その中に，高齢者疑似体験を設定すること
で，多面的に高齢者の立場や生き方を追究できるようにする。そうして，高齢者への親しみや尊敬
の念をもたせる。そして，高齢者の方々にお礼を伝える２回目の交流体験（おもてなし会）へと発
展する。ここでは，それまでに学習した高齢者の立場や思い等を踏まえた計画を立てられるように
する。さらに，もっと多くの高齢者の方々のために，自分たちにできることはないか話し合い，高
齢者と子どもが共に楽しく，自分らしく生き生きと生活できる町づくりを考え，提案する活動を設
定する。その際，鹿児島市役所の町づくり担当の方を招聘し，子どもたちの提案に意見を述べても
らい，２回目の提案へと発展させる。最後には，市役所の町づくり担当の方から，２回目の変容や
これまでの取組等を価値付けてもらい，学習への満足感・成就感を感じさせるようにする。
　これらの学習を通して，子どもたちは，自分でやりたいことを決めて，試行錯誤したり友達と協
力したりしながら課題解決を繰り返し，自分の力で達成できた喜びを味わうことができる。そうし
て，身の回りの人・社会・自然と進んでかかわろうとする生き方へとつながっていくと考える。
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　(3)　子どもの実態（調査人数33人，質問紙法，調査結果は主なもののみ，数字は延べ人数）

　本学級の子どもたちは，表１に見られるように，そのほとんどが，高齢者に対して，身体的また
は健康的な不自由さがあるというイメージをもっており，高齢者のもつ知識や経験，優しさといっ
た内面的な良さについて挙げる子どもは少数であった。また，表２から，約３割の子どもたちが，
高齢者との交流に対して意欲的ではない。これは，これまでの経験の中で，高齢者に対して気を遣
わなくてはならないと過度に感じすぎてしまい，交流することへの煩わしさを感じているためと思
われる。さらに，高齢者福祉への参加意識は，荷物を運ぶ，席をゆずるなどといった直接的な働き
かけを挙げる子どもが多い。高齢者のためにできることについて，もっと多面的に捉えさせていく
必要がある。なお，表４から，追究の仕方としては，インタビューを挙げる子どもが多い。
　このような実態を基に，高齢者とのふれあい交流体験の実施に当たっては，高齢者のもつ知識や
経験，優しさなどの内面的な良さに触れたり，気軽に語ったりできるようにしたい。また，高齢者
福祉への参画意識を広く捉えることができるようにするために，高齢者福祉の仕事に携わる人や福
祉の視点から町づくりを行っている人などの話を聞いたりする活動を取り入れ，多面的に高齢者の
生き方を捉えることができるようにしたい。

　(4)　指導上の留意点

　　ア　「発見」の段階では，高齢者の方々の知識や経験，優しさなどを体感できるようにするために，
ふれあい交流体験を設定する。その際，高齢者の方々から，将棋や料理などを教えてもらう「ふ
れあいタイム」と，茶菓子を食べながら思い思いに会話を楽しむ「語らいタイム」を設定する。
その後の話合い活動では，課題解決につながるのか，高齢者への配慮がなされているかといっ

た視点から，自らの考えを問い直すことができるようにする。

　　イ　「検証」の段階では，高齢者の方々について理解を深めるために，自ら設定した課題の解決に
向けて，高齢者に対してのインタビューやアンケートを行う活動や，高齢者疑似体験を設定す
る。また，高齢者に対する見方や考え方を広げるために，社会福祉協議会の方の話を聞く機会
を設定する。

　　ウ　「創造」の段階では，再度，高齢者との交流を設定する。ここでは，学校行事である祖父母参
観を活用し，自分の祖父母を対象とした「おもてなし会」を開く。その際，家庭科で学習した
裁縫や調理を生かすことで，自らの学びや成長を祖父母に伝えられたという満足感をもたせる。
活動後は，もっと多くの高齢者のために何ができるか問いかけ，「参加」の活動へとつなげる。

　　エ　「参加」の段階では，市長寿支援課の方に，子どもと高齢者が仲良く過ごすことができる町づ
くりの必要性を語ってもらい，高齢者福祉の考えを生かした町づくりへの意識を高める。その
後，町づくりを提案する活動へと発展させたい。

３　目　　標
　(1)　高齢者とのふれあい体験や高齢者疑似体験，社会福祉協議会の方へのインタビュー等を通して，

高齢者福祉に対して興味・関心をもち，追究したい課題を決めることができる。
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　(2)　課題に対する解決策の見通しをもち，順序を考えて計画を立て，多様な方法で調べることができ
る。

　(3)　友達との情報交換や話合いの中で，目的意識をもって友達の考えを聞き，多面的な観点から高齢
者福祉を捉え，理由や根拠を明確にして考えることができる。

　(4)　追究した事柄や自分の考えを，相手に分かりやすく表現するために，資料を選択したり加工した
りして，説得力をもたせて伝えることができる。

　(5)　追究してきた高齢者福祉や自分の追究方法を振り返り，広がった見方や考え方をこれからの自分
の生き方に生かして実践することができる。

４　指導計画（全50時間）
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５　本　　時（６／ 50）
　(1)　目　標

　「自分らしく生きる」を追究するために，お年寄りの何について調べるのか話し合うことを通し
て，学習経験を基に調べたい内容を広げながら考えたり，根拠を明確にして絞ったりしながら，自
ら判断し，今後の追究について見通しをもつことができる。

　(2)　本時の展開に当たって

　本時では，課題の明確化を目的にした学び合いが重要であると考える。そこで，今後の学習に明
確な意図をもち，自覚的に学ぶことができるようにするために，自らの考えが，課題解決につなが
るのか，高齢者への配慮があるか問い直す活動を設定する。その際，その考えと「自分らしく生き

る」ことのつながりを問いかけたり，ＧＴに，インタビューされる方の思いを問いかけたりする。

　(3)　実　際

 

 

 
 

 
 
 

 

 

 

 


